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現在、日本では学校教育等で東京方言を基盤とした共通語で学習し、テレビ等のメディアに

よってその音声に接触する機会が多いことから、ほとんどの人がその共通語を理解していると考

えられる。しかし、地方においては、今日でも共通語とは異なる言語変種である、それぞれの地

域の方言が話されている。一方で純粋に方言のみで会話が行われることは少なく、会話中には

共通語と方言が混在している。共通語の体系と方言の体系とがどの程度重なり合うのか、また異

なるのか、音韻・アクセント、文法、語彙などそれぞれの観点から明らかとなっていることも多い。

しかし、実際の会話の中で共通語とは異なる特徴を有する語形が、どの程度見られるのかは明

らかではない。 
本研究では宮城県北部沿岸地域で話されている言語変種を三陸方言として取り上げ、ま

ず、東京方言と対照して、特徴的な音韻、用法について記述した。次に、三陸方言の語形を東

京方言との対応形式によって下記の(a)から(d)の四つの型に分類し、それが会話の総体におい
て、どのように見られるのか、会話コーパスを作成し、明らかにした。このコーパスには、場面をあ

らかじめ設定した、三陸方言地域の老年層と同地域にある南三陸町の壮年層の会話を用い

た。次に、世代による型のあらわれ方の違いがどのような要因から起こるかについて考察した。 
(a) 東京方言に、音韻、用法ともに共通する語形（共通型）  
(b) 方言間で音韻が対応していて、用法も 1 対 1 に対応する語形（音韻対応型）  
(c) 音韻が共通または対応するが、用法に一致が見られない語形（用法非対応型）  
(d) 東京方言にない三陸方言特有の語形（三陸特有型）  

また、上記四つの型から、 
(e) 三陸方言の音韻により他の語と重複する語形（同音衝突を生じる同音異単語）  

を取り出し、その出現割合の世代間での違いについても考察した。 
結果は以下の通りである。 
本コーパス全体において、(a)から（d）の型の出現割合は、述べ語数で(a)65％, (b)23%, 

(c)3%, (d)9%である。年齢層によらず(a)(b)(d)(c)の順に出現割合は大きいが、世代によりその
割合は異なることが認められた。壮年層では老年層より(a)の型の出現割合が大きく、(b)から(d)
に分類した三陸方言の語形の出現割合は小さかった。壮年層では三陸方言の使用が減少傾

向にあり、特に(d)の三陸方言に特有の語形が最も使用されなくなっていることがわかった。
(b)(c)の音韻対応する語形の出現割合も減少しているが、(d)型ほどの減少傾向とは考えられな
い。さらに、三陸方言と東京方言の接触により同音衝突する(e)型の語形のあらわれ方から、壮
年層では衝突回避のために語形使用に変化が起こっていることが推測できる。 
壮年層の三陸方言話者は、東京方言を学び、場面に応じて使い分けをする意識を醸成する

中で、三陸方言特有の音韻は残しつつも、方言圏内でのみ通用する特有の語形を用いず、東

京方言で表現することの利便性を選択したと考える。そのため、三陸方言の語形は(d)型のよう
な、方言に特有の語形から、世代を下るごとに使用されなくなってきているようである。 
今後も三陸方言地域では、より東京方言に近い語形の使用がさらに増えていくだろう。三陸

方言の様相が、今後も変化していく過程において、どのような語形からその使用が変化していく

のか、または維持されるのか、客観的な分析がさらに必要である。 
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